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外国人観光客のレンタカー利用に関する意見書

国際観光都市である当市では、いつの時代もあたたかく世界の人々を迎えてきた。

コロナ禍を経た今、当市をはじめ飛騨圏域を訪れる外国人観光客は、季節を問わず観光

地と呼ばれる場所以外にも姿を見かけるようになり、大幅に増加している。

それに伴い、人材不足やトラブル対応などの課題に官民連携して対応し、訪れる観光客

には市民が長年にわたる不断の努力により培ってきた伝統文化や町並み、自然などに対し

て敬意を持っていただき、市民の日常生活に対して配慮いただくよう取り組みを進めてい

る。

そういった中で昨今、雪を見たことがない外国人観光客がレンタカーを利用し、雪を見

るために慣れない雪道を運転して訪れる機会が増え、中にはノーマルタイヤを着用したま

まの来訪など、冬装備をしないで訪れたことにより、雪道でスタックし基幹道路の長時間

通行止めや、運転できなくなった車両の路上放置のほか、冬季以外のレンタカーの利用に

おいて、日本の交通ルールの理解不足による右車線通行、路上駐車や民地への無断駐車な

どが、救急対応や市民生活に悪影響を及ぼす事態が散見されるようになってきた。

これまで、国では、コロナ禍前から増加する外国人観光客の車両運転の対策として、外

国語表記の注意啓発パンフレットの作成やレンタカー事業者を通じた注意啓発、そして令

和７年１０月からは、外国で取得した運転免許を日本の免許に切り替える「外免切替」手

続きを大幅厳格化されるなど対策を講じられてきた。

国におかれては、地域で生活する市民も、訪れる観光客もお互いに快適な環境で過ごす

ことができるよう、これまでの注意啓発などの取り組みの一層の強化と、レンタカー事業

者に対し、利用の行先に応じた冬用タイヤの着用の確認、着用義務化を求めるとともに、

降雪・凍結地域における冬用タイヤ未着用車両の事故に対するレンタカー事業者の責任を

明確化することや、外国人にもわかりやすい道路標識の見直しなど、更に踏み込んだ対策

を講ずるよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条により意見書を提出する。

令和７年１２月１９日
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